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  北見ぼんちまつり（7月）では、第70回記念として高知市の正調よさこい踊りのチー
ム、（一社）ロコ・ソラーレ所属の３チームが登場（写真上）、屯田大綱引など名物行
事も人気を集めました（同下）
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専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
経
営
環
境
に
対
応

事
業
承
継
相
談
室

当
所
は
令
和
５
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、「
事
業
承
継
相
談
室
」
を
月
２
回
、

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
設
け
、
会

員
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

「
事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
が
、
何
か

ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
か
」

「
親
族
で
承
継
で
き
る
者
が
い
な
い
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」

「
事
業
を
承
継
さ
せ
た
い
者
は
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
」

「
個
人
事
業
で
も
手
続
き
が
必
要
な
の

か
」
…

こ
ん
な
悩
み
に
、
当
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
北
海
道
事
業
承
継
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
担
当
職
員
が
、
公

平
中
立
の
立
場
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
内

容
に
よ
っ
て
は
事
業
承
継
の
専
門
家
が
助

言
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

予
約
が
必
要
。
秘
密
厳
守
。

９
月
以
降
、
本
年
中
の
相
談
日
は
以
下

の
通
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

９
月
14
日
・
27
日
、
10
月
11
日
・
25
日
、

11
月
8
日
・
22
日
、
12
月
6
日
・
13
日

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

予
約
の
際
に
相
談
時
間
を
決
め
ま
す
。
予

約
は
当
所
地
域
振
興
部
後
藤
（
℡
23
―

４
１
１
１
）、
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
竹
中
（
℡
57
―
５
６
７
７
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
個
別
相
談

当
所
で
は
、
４
月
か
ら
Ｉ
Ｔ
技
術
を
導

入
し
業
務
改
善
を
目
指
す
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）・
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
関
す
る
個
別

相
談
窓
口
を
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
会
議
室

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
が
よ
り
深
刻
に
な
る
と
予
測

さ
れ
る
中
、
生
産
性
向
上
や
業
務
効
率
化
、

顧
客
満
足
度
の
ア
ッ
プ
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害

な
ど
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
と
き
、
損
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
中
核
事
業
の
継
続

や
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平

時
の
活
動
や
緊
急
時
の
事
業
継
続
の
方

法
・
手
段
を
取
り
決
め
て
お
く
計
画
。
緊

急
時
だ
け
で
な
く
、
平
時
で
も
業
務
改
善

に
も
役
立
ち
、
信
用
度
が
高
ま
り
、
企
業

価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

Ｄ
Ｘ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ど
う
進
め
れ
ば
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
方
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｔ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
導
入
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
阿
部
裕
樹
さ
ん
が
専
門
相
談

員
と
し
て
助
言
し
ま
す
。

同
相
談
窓
口
は
、
今
後
、
９
月
20
日
、

10
月
24
日
、
11
月
21
日
、
12
月
19
日
、
１

月
23
日
に
予
定
。
各
日
午
前
10
時
か
ら
午

後
6
時
ま
で
。
事
前
の
予
約
が
必
要
。
相

談
無
料
。

個
別
経
営
相
談

当
所
は
専
門
家
に
よ
る
個
別
経
営
相
談

窓
口
を
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
設

け
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
、
経
営
環
境
の
変

化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

同
相
談
窓
口
は
、
基
本
毎
週
金
曜
日
午

後
１
時
半
か
ら
、
相
談
時
間
は
１
件
（
人
）

に
つ
い
て
最
大
60
分
（
午
後
１
時
半
か
ら

同
５
時
半
ま
で
）。
予
約
優
先
、
相
談
無
料
。

９
月
は
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日
、

10
月
は
、
6
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
、

11
月
は
、
2
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、

12
月
は
、
1
日
、
8
日
、
15
日
、
22
日
、

1
月
は
、
12
日
、
19
日
、
26
日
に
予
定
。

来
所
が
困
難
な
場
合
は
、
巡
回
、
電
話
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
対
応
し
ま
す
。

相
談
員
は
合
同
会
社
ふ
じ
た
経
営
企
画

代
表
社
員
の
藤
田
貴
史
さ
ん
（
社
会
保
険

労
務
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、
中
小
企
業

庁
北
海
道
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）。

Ｄ
Ｘ
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
個
別
相
談
及
び
、
個
別

経
営
相
談
の
予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、
当

所
地
域
振
興
部
の
武
田
、
後
藤
（
℡
23
―

４
１
１
１
）
ま
で
。

当
所
の
各
種
個
別
相
談
（
無
料
）

※
な
お
、
相
談
日
は
休
日
等
で
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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網走営業所・遠軽営業所
紋別営業所・中標津営業所

来
春
卒
業
予
定
の

「
北
見
地
区
高
校
生
の

た
め
の
企
業
概
要
説
明

会
」
が
７
月
27
日
、
ホ

テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
ま

し
た
＝
写
真
＝
。

当
所
と
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
北
海
道
が
主
催
す
る

厚
労
省
北
海
道
労
働
局

委
託
若
年
者
地
域
連
携

事
業
。
本
年
度
は
募
集

企
業
30
社
に
対
し
て
当

所
会
員
企
業
は
じ
め
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
内
な
ど

か
ら
41
社
・
団
体
が
参

加
。
北
見
市
内
な
ど
同

圏
内
10
校
か
ら
来
春
卒

業
予
定
の
３
年
生
83
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
、
手
指

消
毒
な
ど
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
も
と
、
企
業
の
担

当
者
が
パ
ソ
コ
ン
や
資
料
な
ど
を
使
い
な

が
ら
、
会
社
概
要
、
募
集
職
種
、
社
員
教

育
、
福
利
厚
生
な
ど
を
説
明
。
本
格
的
な

就
職
活
動
に
入
る
時
期
の
前
に
、
生
徒
た

ち
は
関
心
が
あ
る
地
元
企
業
を
回
り
、
こ

れ
ら
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
と
と

も
に
、
疑
問
や
気
に
な
る
点
を
質
問
。
生

徒
が
就
職
先
と
し
て
地
元
企
業
を
知
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 （

担
当　

後
藤 

達
哉
）

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
８
／
24
）
が
「
事

業
承
継
に
つ
い
て
」
、
工
業
・
商
業
合
同

部
会
（
８
／
28
）
が
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
、
理
財
部
会
（
８
／
30
）
が
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
経
営
の

概
要
」
な
ど
を
議
題
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、

講
師
の
説
明
に
よ
り
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

運
輸
車
輌
部
会
（
９
／
20
）
は
「
２
０ 

２
４
年
問
題
を
乗
り
越
え
る
運
賃
適
正
化

～
運
賃
交
渉
・
条
件
改
善
・
利
益
創
出
の

ポ
イ
ン
ト
」
、
建
設
業
部
会
（
９
／
25
）

は
「
２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い
て
」
を
議

題
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
は
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

交
通
観
光
委
員
会
（
14
日
）　
「
カ
ー

リ
ン
グ
体
験
」

・�

都
市
振
興
委
員
会
（
14
日
）　
「
北
見

市
立
地
適
正
化
計
画
中
間
報
告
」

・�

中
小
企
業
・
税
務
労
政
合
同
委
員
会

（
下
旬
）　
「
北
見
市
の
移
住
定
住
施

策
等
」

第
71
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
で
の
早

急
な
景
気
・
経
済
対
策
や
交
通
・
物
流
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
な
ど
、
採
択
議
案
に

係
る
早
期
実
現
を
求
め
た
「
中
央
要
望
」

が
７
月
20
日
、
21
日
の
両
日
、
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
に
よ
り
財
務
省
や
経
産

省
な
ど
関
係
省
庁
や
政
党
に
対
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。　　
（
担
当　

酒
井 

正
則
）

部
会
の
開
催
状
況

部
会
の
開
催
予
定

今
後
の
委
員
会
開
催
予
定

道
商
連
と
し
て
中
央
要
望

41社参加、生徒83人来場
高校生のための企業概要説明会
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第
70
回
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
（
主
催　

実
行
委
員
会
、
北
見
市
観
光
協
会
）
は
、

７
月
15
、
16
の
両
日
、
前
年
同
様
に
香
り

ゃ
ん
せ
公
園
な
ど
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
の
中
止
、
１
日
に

集
約
し
た
昨
年
に
続
き
、
今
年
は
期
間
を

通
常
の
３
日
間
か
ら
２
日
間
に
短
縮
。
雨

で
中
止
に
な
っ
た
舞
踊
パ
レ
ー
ド
を
除
き

例
年
同
様
の
主
要
行
事
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
第
70
回
の
記
念
事
業
と
し
て
、

北
見
市
の
姉
妹
都
市
・
高
知
市
か
ら
招
い

た
正
調
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
の
一
行
が
本

場
の
演
舞
を
披
露
。
北
見
正
調
よ
さ
こ
い

振
興
会
は
じ
め
、
市
民
も
指
導
を
受
け
な

が
ら
踊
り
に
加
わ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
般
社
団
法
人
ロ
コ
・
ソ
ラ

ー
レ
所
属
の
「
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
」
、

「
ロ
コ
・
ス
テ
ラ
」
、
「
ロ
コ
・
ド
ラ
ー

ゴ
」
の
3
チ
ー
ム
に
よ
る
「
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
」
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

名
物
イ
ベ
ン
ト
の
屯
田
大
綱
引
は
雨
の

中
、
約
２
０
０
人
が
迫
力
の
力
比
べ
。

「
サ
ン
バ
北
見
ば
や
し
こ
ど
も
カ
ー
ニ
バ

ル
」
＝
写
真
右
＝
に
は
３
団
体
約
１
８
０

人
が
参
加
。

今
年
７
回
目
の
「
ぼ
ん
ち
de
ダ
ン
ス
」

＝
写
真
上
＝
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス

の
発
表
の
場
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
10

団
体
約
４
６
０
人
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
練
習

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
納
涼
花
火
大

会
。
小
泉
河
川
敷
地
、
霧
雨
の
中
、
ス
タ
ー

マ
イ
ン
や
仕
掛
け
花
火
な
ど
約
４
０
０
０
発

が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

両
日
の
「
素
人
縁
日
」
で
は
飲
食
物
や

玩
具
な
ど
の
約
50
店
が
連
な
り
、
老
若
男
女

で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

第70回
北見ぼんちまつり

名物行事や記念事業に
市民が集う
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景気動向調査 結果
前年比 業況Ｄ・Ｉ値　令和初のプラス
製造業の除く４業種は大幅好転

　■令和５年度第Ⅰ四半期の景気動向調査結果
　［７月、市内５業種150社、調査方法：インターネット（Google　
Forms）・FAX、回答率70.0％］
　業況（令和５年４～６月）は、前年と比べて「好転企業」34.3％、
「悪化企業」30.5％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ⅰ値
（景気動向指数）は3.8。このＤ・Ⅰ値は前年と比べ19.1ポイントの
大幅な好転で、令和初のプラス数値。前期と比べても4.8ポイントの
好転となっています。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は、サービス業37.5、小売業14.3、製造業
4.8、卸売業マイナス9.1、建設業同16.0。前年同期と比べ、製造業
を除き大幅に好転。４業種の好転幅は小売業47.6、卸売業22.7、サ
ービス業20.8、建設業10.9。製造業は0.6ポイントとほぼ横ばい。
　行楽期の５月から新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類
が季節性インフルエンザと同じ「５類」に引き下げられ、当地方の
経済活動も回復しつつあることが伺えます。
　全業種の来期（７～９月）の見通しは、「好転企業」25.7％、
「悪化企業」24.8％と「好転」がわずかに上回りＤ・Ｉ値は0.9。前
年同期と比べ27.9ポイントの好転となっています。
　業種別の経営上の一番の問題点は、前期同様の①諸経費増、②人
材不足、③人件費増、④同業者間の競合、⑤得意先減少となってい
ます。具体的な業界問題点として、企業から「受注困難・停止」を
はじめ、コスト高騰や人材不足による状況の記載がありました。

正社員不足54.3％（建設業80.0％）、非正社員不足25.7％
　景気動向調査に付帯して人材不足に関する実態調査を実施しまし
た。人手不足と感じている企業は、正社員で54.3％（57社）、非正
社員で25.7％（27社）でした。
　業種別では建設業が正社員不足トップの80.0％、非正社員でも２
番目の40.0％。建設業では、建築・土木・板 金・塗装などで職人
（正社員）の高齢化が進み、人材の確保・育成という課題が深刻化
しています。非正社員不足トップはサービス業43.8％。宿泊、飲食、
理美容、清掃、クリ ーニングが不足と回答しています。
　求人方法については、正社員、非正社員とも①ハローワーク（正
社員88％、非正社員74％）、②求人webサイト（同46％、同48％）、
社員のつて（同32％、同41％）の順。４番目には、正社員が「地域
の企業説明会」（26％）、非正社員が「知人のつて」（37％）が
入っています。また、求人・採用の工夫として、求人担当者の配置、
親の会社見学会・説明会の実施などもあげられていました。
　※調査結果の詳細については、当所のホームページをご確認くだ
さい。	 （担当　瀧口 花帆）
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健康診断・二次健診受診率100％　社長自ら面談、こまめに声かけ
　Q：３年連続の健康優良法人（中小規模法人部
門）認定。健康経営に取り組むきっかけは。
　Ａ：健康経営優良法人認定の取得をサポートしてい
るアクサ生命さんに紹介され、これは良いこと、健康
経営が社員はもちろん、家族にも伝わり、当社に安心
感をもっていただければと。

　Q：主にどんなことに取り組んでいますか。
　Ａ：二次健診も含め定期健康診断を勧奨し面談も行
っています。まず健康診断の結果で自分の体の状態を
把握、健康に働くための一歩として活用してほしい
と思っています。休憩中の運動、朝礼での健康を話題
にしたあいさつ、執務・会議中の熱中症対策（水分補
給）の呼びかけなど。現場回りでも社員に疲れ・スト
レスはないか確認しています。

　Q：社長ご自身の健康については。
　Ａ：長年、スポーツに親しみ、体力的にも問題もな
く、風邪もひかず、健康には自信があったのですが、
50歳のとき心臓病、さらに内臓系で患い、最長１カ月
の入院も経験し、健康のありがたさを痛感しました。

　Q：従業員の高齢化や人材不足が深刻化する中、
従業員の健康管理が建設業でも重要ですね。
Ａ：当社の定年は65歳ですが、現在、65歳以上の再雇

用が10人います。技術、経験を生かして働いていただ
いています。安全で健康に長く働き続けてもらいたい。
高齢化、人材不足の中、健康経営の推進が必要です。

　Q：健康経営による効果は。
　Ａ：定期健康診断・二次健診の受診率は100％。社
員間の雑談で健診や検査が話題になったりし、健康へ
の関心が高まったように感じます。健康経営優良法人
であることを名刺やＨＰ（Facebook）などに掲載して
います。名刺交換で話
題になることもあり、
企業のイメージアップ、
良い印象となっている
ようです。

　Q：今後の取り組
みは。
　Ａ：会社がフィット
ネ ス ク ラ ブ の 会 員 と
なり、社員が通ったり、
家族を含めた健康診断
を実施したり、健康経
営の充実について、検
討していきたいと思っ
ています

「健康経営優良法人2023」認定　会員事業所 紹介 ②
今号では㈱舟山組の二本松雅行社長（60）にお話を伺いました

認定証を手にした二本松社長
（昨年度、舟山組Facebookから）

曳家作業（舟山組HPから）

㈱舟山組　北見市寿町6丁目３－４　 ℡23-5070

［企業概要］昭和24年、伝統工法の曳家事業をメイン
に創業。現在、一般土木、農業土木、建築曳家、造園の各
工事ほか、補償コンサルタント業務、計量証明事業を展開。
従業員は21人。また、国産オーガニックハーブの栽培に乗
り出し、農業法人有限会社「香遊生活」を設立、ハーブテ
ィーなどの商品を製造・販売しています。
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当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
の
「
事
業
計

画
作
成
講
習
会
」
（
7
／
27
）
で
は
、
受
講

者
7
人
が
合
同
会
社
ふ
じ
た
経
営
企
画
代
表

社
員
の
藤
田
貴
史
さ
ん
（
中
小
企
業
診
断
士
、

社
労
士
）
か
ら
融
資
や
補
助
金
申
請
に
必
要

な
事
業
計
画
作
成
の
内
容
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
、
事
業
計
画
の
作
成
に
つ
い

て
、
①
自
己
紹
介
→
②
現
状
分
析
→
③
目
標

と
課
題
分
析
に
分
け
、
②
で
は
ラ
イ
バ
ル
と

の
比
較
で
方
向
性
を
考
え
る
、
③
で
は
現
状

分
析
か
ら
今
後
の
目
標
を
具
体
的
に
明
示
、

売
上
・
売
上
原
価
は
説
得
力
が
必
要
な
ど
と

具
体
的
に
説
明
。
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
の
申
請
方
法
も
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
し
た
。　
　

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
の
「
や
さ
し

い
複
式
簿
記
講
習
会
」
（
8
／
1
～
3
）
で

は
、
受
講
者
11
人
が
税
理
士
の
江
澤
昭
さ
ん

（
税
理
士
法
人
北
海
道
み
ら
い
オ
ホ
ー
ツ
ク

事
務
所
）
か
ら
複
式
簿
記
の
基
礎
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
た
解
説
と

会
計
用
語
、
練
習
問
題
に
よ
り
簿
記
の
仕
組

み
を
は
じ
め
、
経
理
の
必
須
業
務
の
仕
訳
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。	

（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

北
見
市
な
ど
主
催
の
「
創
業
入
門
セ
ミ
ナ

ー
」
（
8
／
5
）
で
は
、
受
講
者
7
人
が
自

身
の
創
業
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に

役
立
て
よ
う
と
、
合
同
会
社
ふ
じ
た
経
営
企

画
の
代
表
社
員
の
藤
田
貴
史
さ
ん
か
ら
自
身

の
信
金
勤
務
・
起
業
経
験
を
踏
ま
え
た
創
業

の
段
取
り
や
事
例
な
ど
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

　
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
　
抄
録

事業計画作成講習会

やさしい複式簿記講習会

創業入門セミナー
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当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
（
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
２
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北

見
）
で
は
、
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営
課
題
を
抱
え

る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　当所と（独法）工業所有権情
報・研修館北海道知財総合支援窓
口共催の「知財に関する無料相談
会」は、９月28日、北見経済セ
ンターで開かれます。予約が必要
ですが、お気軽にご相談ください
（℡23‐4111）。

（担当　古川 佳佑）

　当所は、会員事業所限定サービ
スとして、会員事業所のＨＰ紹介
（当所ＨＰにリンク）と、企業経
営の関連制度やコロナ支援金情報
など、各種情報のメール配信を無
料で行っています。会社のＰＲや
情報収集にお役立てください。

（担当　瀧口 花帆）

知財に関する無料相談会
次回は９月28日　要予約

会員限定
各種情報 メール配信

同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
提
携

先
の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道
本
部

北
見
オ
フ
ィ
ス
と
共
同
で
事
務
所
を
構
え
て

い
ま
す
。

同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工
大
、 

金
融
機
関
や
各
支
援
機
関
と
連
携
し
て
相
談

案
件
に
応
じ
る
と
と
も
に
専
門
家
に
よ
る
相

談
・
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
の
事
例
と
し
て
は
、

・
事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
が
何
か
ら
手
を

つ
け
る
べ
き
か
検
討
さ
れ
て
い
る
方

・
事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
が
後
継
者
候
補

が
い
な
い
方

・
事
業
承
継
計
画
を
作
成
し
た
い
方

・
承
継
に
向
け
た
各
種
施
策
を
知
り
た
い
方

・
創
業
や
開
業
を
検
討
し
て
い
る
方

・
創
業
し
た
い
が
、
何
か
ら
準
備
し
て
良
い

の
か
分
か
ら
な
い
方

・
創
業
の
準
備
を
し
て
い
る
が
、
お
金
の
借

り
方
が
分
か
ら
な
い
方

・
退
職
を
機
に
新
し
い
事
業
を
始
め
よ
う
と

お
考
え
の
方

・
最
近
開
業
し
た
ば
か
り
で
、
記
帳
・
労
務

な
ど
を
知
り
た
い
方

創
業
・
開
業
か
ら
事
業
の
経
営
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
対
応
な
ど
、
同
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
℡
57
―
５
６
７
７
）
に
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
無
料
。（

担
当　

竹
中 

秀
之
）

事業継承

創業・経営
販路拡大 北見工業大学

地元金融機関

中小機構 北海道本部

北見商工会議所

北海道経済産業局

北見工業技術センター運営協会

北見市

法・税務知識
資金調達

企業訪問

窓口対応

相談受付

●フォローアップ
●シーズ発掘・
　ニーズ調査

one
stop
北見ビジネス総合
サポートセンター

北見ビジネス
総合サポートセンター ワンストップサービスでサポート
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　当所独自の給付も　 　　ミント共済

　当所の会員事業所の役員、事業主、従業員のための「ミント共済
（生命共済）」制度は、がんや６大生活習慣病入院一時金特約を備え
た団体型定期保険です。
（入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約
付定期保険（団体型））
　独自の給付制度（病気入院・事故通院見舞金、各種祝金、定期健診
等助成金）を付加し、病気や災害による死亡から事故による入院まで、
業務上・業務外を問わず24時間保障。毎年収支計算で剰余金が出た場
合には配当金を支給しています。80歳６カ月まで更新（70歳６カ月を
超える方は１口限度）できます。

　従業員の退職金制度を確立  　特定退職金共済

　当所は、会員事業所従業員の勤労意欲を高め、人材を確保して事業
の安定成長を図ることを目的に、「特定退職金共済制度」を国の承認
を得て運営しています。
　将来必要な従業員の退職金を毎月計画的に準備、掛金（全額事業主
負担）は月額１人1,000円（１口）から３万円（30口）まで（1,000円
単位）、全額を損金（必要経費）に計上できます。給付金は、「退職
給付金」、「遺族給付金」、「退職年金」の３種類となっています。
　新規加入事業所の場合、加入時に以前から勤続している従業員につ
いて、過去の勤務期間（10年限度）を通算でき、実際の勤務期間に応
じた退職金を支給することができます。
　同共済制度への加入により退職金制度を整備でき、法律により求め
られている退職金支払いのための保全措置が講じられます。

　経営者の退職金制度　　　小規模企業共済

　「小規模企業共済」は、小規模企業の個人事業主（条件を満たせば
２人までの共同経営者）、会社等役員が廃業や退職時などに掛金に応
じた共済金を受け取れる経営者のための退職金制度です。
 　掛金は月額1,000円から７万円まで（500円単位）、全額所得控除
の対象（加入後、増・減額、前払いも可能）となっています。
　共済金は一括、分割、両者の併用での受け取りが可能で、税制の利
点もあります。

　もしもの時の資金調達   　　経営セーフティ共済

　中小企業が連鎖倒産や経営難に陥ることを防ぐことを目的にした
「中小企業倒産防止共済(経営セーフティ共済)制度」は、取引先の倒産
で売掛金債権等が回収困難となった時、納付掛金の10倍の範囲内（最
高8,000万円）で被害額相当の貸付を受けられられます。
　原則無担保・無保証人・無利子。掛金は月額5,000円から20万円
（5,000円単位）、800万円までの積み立て、損金（必要経費）算入が
できます。
　小規模企業共済、経営セーフティ共済は、政府が全額出資する
（独）中小企業基盤整備機構が運営し、当所が業務委託団体契約に基
づき事務手続きを取り行っています。

　当所の各種共済制度の詳細は、当所総務部（℡23-4111）にお問い
合わせください。

備えて安心、福利厚生・リスク対策…

会員事業所をサポートする 共 済 制 度



9北見商工会議所報 第　　号167

女
性
会
の
7
月
例
会
が
24
日
、
28
人
の

出
席
に
よ
り
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

正
副
会
長
、
各
部
会
、
事
務
局
な
ど
に

よ
る
報
告
に
続
き
、
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
見
市
国
保
医
療
課
特
定
検
診
係
の
島

久
美
子
さ
ん
に
よ
る
「
今
が
あ
な
た
の
変
わ

り
ど
き
！ 

～
自
分
に
あ
っ
た
健
康
法
を
み

つ
け
ま
し
ょ
う
～
」
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
健
康
診
断
や
定
期
検
査
結

果
か
ら
分
か
る
情
報
や
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
生
活
改
善
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
法

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
担
当　

池
亀 

由
基
）

　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
、16
日
、香
り
ゃ
ん
せ
公
園
・
小
泉
河
川
敷

花
火
、舞
踊
、綱
引
、サ
ン
バ
の
ほ
か
、正
調
よ
さ
こ
い
を
検
討

女性会７月例会

青年部８月例会

青
年
部
の
8
月
例
会
が
8
日
、
53
人
の

出
席
に
よ
り
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
発
信
力
の
強
化
！
」。

令
和
4
年
度
に
立
ち
上
げ
た
総
務
広
報
委
員

会
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
（
反
応
）
率
が
平
均
６
０
０
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

青
年
部
の
情
報
発
信
の
現
状
を
把
握
し

た
の
ち
、
会
員
間
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
の
共
有

と
運
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
青
年
部
の
魅
力
を
含
め
た
発
信
力

の
強
化
に
よ
り
、
会
員
増
強
、
他
の
青
年
部

と
の
連
携
強
化
も
視
野
に
熱
心
に
意
見
交
換

を
し
て
い
ま
し
た
。　　
（
担
当　

武
田 

卓
）
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検　定　名 試験日 受付期間

珠算・暗算、段位
10月22日 9月  4日 ～ 9月21日

6年2月11日 12月18日 ～ 1月11日
簿　記（1～3級） 11月19日 10月  2日 ～ 10月23日
　　　（2・3級） 6年2月25日 1月  9日 ～ 1月29日
北海道観光マスター 11月23日 9月  1日 ～ 10月31日

令和5年度 各種検定試験 後期日程〈10～3月分〉

お問い合わせ・申し込みは　北見商工会議所地域振興部（℡23-4111）

［珠算］�1級 2,340円、準1級 2,040円、2級 1,730円、準2級 1,630円、3級 1,530円、�
準3級 1,320円、4～6級 1,020円、7～10級 910円�
段位 2,950円（珠算のみ2,550円、暗算のみ1,220円）�

［簿記］1級 7,850円、2級 4,720円、3級 2,850円

　リテールマーケティング、カラーコーディネーター、福
祉住環境コーディネーター、ビジネス実務法務、環境社会
（eco）、ビジネスマネジャー検定は、ネット試験となってお
ります。

　詳細は、リテールマーケティング検定はCBTSサポ
ートセンター（TEL03-5209-0553）、その他の検定は
東京商工会議所検定センター（TEL050-3150-8559）
にお問い合わせください。

《受　験　料》
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光
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所
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試
験
は
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分
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問
（
選
択
式
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は
公
式
テ
キ
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ト
（
第
8
版
）

を
も
と
に
一
部
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用
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当
所
で
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（
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を
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合
格
者
に
は
「
北
海
道
観
光
マ
ス
タ

ー
」
の
称
号
を
付
与
。
ま
た
、
観
光
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振
興
に
関
す
る
活
動
を
行
う
「
北
海
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観
光
マ
ス
タ
ー
の
会
」
に
入
会
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（

担
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帆
）

北
海
道
観
光
マ
ス
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ー
検
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験

試
験
11
／
23
　
当
所
で
受
付
中

■㈲北川商事 (北川清美さん、公園町150－12、生前整理・遺品整理・イベント
企画・不動産売買）

■環境エンジニアリング事業協同組合 （伊藤嘉高さん、卸町３丁目３－２、産業
廃棄物処理場の機械メンテナンス業務）

■高田設備 （高田督充さん、新生町77－26、飼料タンク設備工事）
■Ｆ－ＢＡＳＥ （古谷真由美さん、山下町１丁目１－19、居酒屋）
■金武美香さん （中ノ島町４丁目８－10、不動産賃貸業）
■㈱ダイゼン （柴田貢さん、とん田東町484－12、スーパーマーケット〈酒、食品、
菓子、日配品、生鮮品、雑貨〉・販売業）

■羊屋鮮肉 （進藤秀亮さん、北１条西２丁目11－４、羊肉専門店）
■ｓａｌｏｎルオント （髙橋みゆきさん、川沿町145－94高柳ハイツⅢ１－２、エ
ステサロン）

■アウルゼロリミット㈱北見営業所 （水上敦司さん、北見市北３条西２丁目１１－
１－１階、イベント企画・運営、キッチンカー営業、ドローン撮影）

新入会員紹介（入会日　令和5・6/20）～8/19）

ご入会ありがとうございます
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　「アクア・トラッタメンテ」は平成 26 年の創業。経
営者の岡林覚さん（55）は 26 歳のとき U ターンし、
長年、設備関連業務に従事。この間、管・土木・給排
水工事、ボイラー・危険物などの資格を取得し、建築
物飲料水貯水槽清掃業に登録。オホーツク管内を中心
にメーカーなどからの受注によるプラントを含めた水
処理設備の工事＝写真＝、同設備のメンテナンス、ビ
ル管理、工業薬品の販売などを実施。水処理設備では
プールや入浴施設にも対応。プラント関係（水処理）
では、海産物関連、学術研究、養殖関連施設の施工実
績も。ビル管理では
外面点検用にドロー
ンを導入。現在も実
験プラントをプラン
中の岡林さん。専門
業務のさらなる深化
に向け構想を練って
いるようです。

　平成 27 年、パソ
コ ン・ 障 が い 者 支
援・介護支援・就労
支援の各事業を柱に
創業した㈱コスミッ
ク。昭和 21 年創業
の㈱ヤマナカ商会の
グループ企業として同社が目指したのは「介護保険法
と障がい者総合支援法の融合による革新的福祉事業の
創造」。現在、デジタル学習塾、放課後等デイサービ
ス事業所、パソコン教室と介護のデイサービスを融合
した次世代型デイサービス、相談支援事務所などを運
営。コスミックのスタッフは 14 人。ケアマネージャ
ーを含め約 20 年の介護職を経て４月に同社社長に就
いた上杉さん（48）。「現在の業務を充実させ、周知に
努めるとともに、新たに不登校児童生徒に対する支援
もしていきたい」と抱負を話しています。

2023年9月4日（隔月発行）

　ある新聞記事の見出し・「良い失敗」革新
生む、に目が留まりました。
日本の教育は正解主義で、その典型が高校や
大学の入試。筆記試験の点数順にふるい落と
す仕組みの下、子供も教師も失点回避に躍起
になってきた。OECD（経済協力開発機構）
が各国の 15 歳を対象にした調査でも、失敗

を恐れる生徒の割合が加盟国の中では日本が 77％（平
均 56％）で最高だった。「失敗学」提唱で知られる畑
村東大名誉教授は「価値創造につながる失敗は良い失
敗だ。その欠如が日本の行き詰まりの根底にある」と
指摘している。
　失敗学とは、単純ミスによって繰り返される悪い失
敗を極力減らしながら、成長するために通過する必要
がある良い失敗から学ぶべきである、というもの。
　この記事は、AI 時代の「人材立国」実現は脱・正解
主義から始まると締め括っています。「失敗は成功の
もと」と言いますが、失敗から多くのものが生まれた
り文化創造のきっかけになったりしています。まず挑
戦してみること。乗り越えた先には多くの成長が待っ
ています。

◆	 5日	 創業実践セミナー
◆	 7日	 マル経審査会
◆	 8日	 専門家個別経営相談（15日・22日・29日）
◆	12日	 議員会親睦ゴルフ大会
◆	13日	 役員・議員研修会
◆	14日	 交通観光委員会、都市振興委員会、事業承継相談

室（27日）
◆	15日	 事業承継ネットワーク会議、健康経営セミナー、

議員会親睦釣大会
◆	19日	 健康診断（～20日まで）、日商合同委員会（オ

ンライン）
◆	20日	 日商中小企業委員会・常議員会・議員総会（オン

ライン）、運輸車輌部会、ＤＸ・ＢＣＰ個別相談会
◆	21日	 日商通常会員総会（オンライン）
◆	25日	 三役会、建設業部会
◆	28日	 会員親睦交流事業（～30日、大阪府・神戸市）

◆	 3日	 東北海道商工会議所事務局長連絡会議（網走市）
◆	 6日	 専門家個別相談（13日、20日、26日）
◆	 8日	 情報処理技術者試験
◆	11日	 事業承継相談室（25日）
◆	12日	 三役会（23日）、青年部10月例会
◆	13日	 東北海道商工会議所専務理事・事務局長会議（釧

路市）
◆	17日	 オホーツク管内会頭会議
◆	19日	 創業者交流会
◆	27日	 オホーツク物流セミナー

水処理設備、ビル管理、工業薬品販売

アクア・トラッタメンテ
パソコンサロン教室、障がい者支援サービス

㈱コスミック

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見商工会議所報
き た み　№167

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 まずは挑戦し、　　　　　　
　　「良い失敗」から学ぼう

北見市高栄東町1丁目25-23　　℡57-3600 北見市寿町1丁目1-5　　 ℡33-1660
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